
1 

身
み

延山
のぶさん

門内
もんない

社会実験 

～道からにぎわう門前町
もんぜんまち

へ～ 

根岸 俊之

山梨県 県土整備部 道路管理課 （〒400-8501 山梨県甲府市丸の内1-6-1）

山梨県身延町の身延山門内地域は県内有数の観光地である．2021年8月における中部横断自動

車道の山梨・静岡間全線開通を契機に、高速道路開通効果の波及や観光活性化に向け地域にお

ける取組が求められている．その中、問題・課題の一つとして、身延山門内地域の中心的な道

路である県道身延線においては、狭隘な道路で沿線には店舗や人家が張り付いているため、車

両同士及び車両と歩行者の輻輳が発生しており、また、交通が集中するため、渋滞を引き起こ

している．そこで、「身延山門内周辺活性化検討会」を立ち上げ、地域活性化に向けた検討を

開始し、地域課題解決に向けて輻輳する交通への対策を協議し、社会実験を実施した． 
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1.  はじめに

 山梨県身延町の身延山門内地域は、日蓮宗総本山であ

る身延山久遠寺の門前町であり、年間約100万人が訪れ

る県内有数の観光地である．また、この地域では、中部

横断自動車道が2021年8月に山梨・静岡間が全線開通を

契機に、身延山門内地域来訪者のさらなる増加が見込ま

れ、高速道路開通効果の波及や観光活性化に向けて地域

では町歩き体験型の観光を目指しており、地域が一体と

なって取り組むことが求められている．道路管理者とし

ては、来訪者が安心して歩ける道路の取り組みを実施す

ることとした．

図-1 身延山門内地域位置図  

2.  身延山門内地域における道路の現状と課題

 身延山門内周辺の現況道路は、路肩が狭い幅員4m程度

の1車線道路であり、沿線には店舗や人家が連担し、地

形的制約があるため、道路拡幅や新たな歩道設置等、車

両と歩行者の物理的な分離も困難な道路である．また、

参道と道路が交差する観光スポットである三門前では、

横断歩道はあるものの横断歩道が無い箇所で横断する歩

行者が多い現状もある．拡幅が困難な狭隘道路のため、

歩行者の安全性を確保できていないことが課題となって

いる．

したがって、身延山門内地域全体として、道路交通の

安全性向上が必要と考え、限られた道路空間で人と車が

共存するにはどのような工夫ができるのか、具体的な対

策内容を検討し、その効果検証を実施するため、社会実

験を実施することとした．

図-2 県道身延線道路幅員 
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3.  実験内容 

具体的な対策内容を検討する中、課題として挙げら

れたのが、狭隘な道路における車両の走行速度であった．

そこで、車両走行速度低減を目的として、歩車一体舗装、

狭さく、スムース横断歩道にて実験を行うこととした． 

(1) 歩車一体舗装 
 車道部を狭く、歩行空間を広く見せることで、視覚的

に歩行者が優先であることを意識付けできるかを検証対

象として、歩車一体舗装を施工した．施工内容は、一体

的な道路空間の中で、車道部と歩行空間である路側及び

歩道部が区別されるよう、現道舗装にペイントとした．

ペイントは、地元との協議の上、周辺地域の歴史的景観

と調和するように石畳風とした． 

図-3 歩車一体舗装の設置箇所と施工イメージ 

図-4 歩車一体舗装（左：着工前、右：着工後） 

(2) 狭さく 
 制約が大きい限られた道路空間の中で、車両速度低減

を目的として、狭さくを設置した．狭さくの構築には、

地域景観を考慮し、茶系のカラーコーンやラティスを使

用した。また、設置にあたっては、現況道路幅員が狭く

狭さく箇所における車両すれ違いが困難となることが予

想されるため、交通管理者と協議の上、一方通行規制の

実施に併せたものとした． 

図-5 狭さくの設置箇所と施工イメージ 

図-6 狭さくの設置箇所及び設置状況 

(3) スムース横断歩道 
 横断者が多数存在する箇所において、歩行者が確実に

横断歩道上を歩行することや運転手が歩行者を認識する

度合いが向上すること及び歩行者認識による通行車両速

度の低減を検証対象として、横断歩道とハンプを組み合

わせたスムース横断歩道を設置した．  

図-7 スムース横断歩道設置箇所と施工イメージ 

図-8 スムース横断歩道の設置前後（左：前、右：後） 
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4.  実験結果 

(1) 歩車一体舗装 
 歩車一体舗装設置前後における、歩行者の歩行位置や

動線、車両の速度を画像解析により分析した．車道中央

部を歩く歩行者の割合は、約5%から約30%に向上した．

また、歩行者とのすれ違い時の車両速度が15km/h以下と

なる車両は、74.6%から86.9%に向上した．また、歩行者

を対象としたアンケート結果では、歩きやすくなったも

しくは歩きやすかったとの回答が約44.2%以上得られた． 

歩行者の安全性を確保するために従来の歩車分離にと

らわれず、歩車混在に着目して実施したところ、通行車

両の減速が見られた等の一定の評価が得られた一方で、

カラー舗装ではなく実際の石畳を設置してもらうことは

できないかという意見もあった．本現場では、石畳とす

ると縦断勾配が厳しく、降雨等で路面が濡れた際に滑る

懸念があることから施工は断念した．しかし、カラー舗

装としても、定期的な車両交通があるバス路線では、早

期に消えてしまうことが課題として挙げられ、維持管理

方法を検討する必要がある．このことから、道路縦断勾

配を考慮した舗装材料の選定が必要と考える．

図-9 歩行位置 

図-10 設置前後の歩行者の動線（左：前、右：後） 

図-11 歩行者すれ違い時の車両速度の変化 

図-12 アンケート結果（歩車一体舗装） 

(2) 狭さく
 狭さく設置前後における、車両速度を映像解析により

分析した．狭さく流入部では、設置前と比較して低速で

走行する車両が増加した一方、狭さく流出部では、設置

前と比較して変化は確認できなかった．また、アンケー

ト調査結果においては、狭さくはあまり賛同を得られな

かった．理由としては、商店や家屋が連担している箇所

においては、荷さばきによる車両の駐車や店舗への出入

り等に支障が生じる懸念があるためであると考えられる． 

今回は物理的な方法で行ったが、利用者の観点に基づ

くと、路面標示方法で視覚的な狭さくも検討に含めるこ

とが必要であると考える．

図-13 車両走行速度の変化 

図-14 地域住民へのアンケート調査結果（狭さく） 

(3) スムース横断歩道
 スムース横断歩道設置前後における、横断歩行者の歩

行位置や車両速度を映像解析により分析した．歩行者に

ついては、横断歩道上を横断した歩行者は微増し、横断

歩道以外を横断する歩行者は、32.3%から9.2%へ減少し

た．車両速度については、15km/h以下で走行する車両が

増加し、20km/h以上で走行する車両が減少した。横断歩

道前で停止した車両については、各方向において、

16.2%、20.7%と増加した．また、利用者のアンケート調
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査結果においても、50.0%以上が歩きやすくなったと回

答を得た． 

横断歩行者位置の適正化や車両速度低減は図れたもの

の、周辺地域の景観上、凸部を赤色とは別の色を要望と

して挙げられた．目立たせることで注意喚起を促すこと

が必要な配色ではあるが、色ではない別の方法による凸

部の強調が必要であると考える．

図-15 設置前後の歩行者の動線（左：前、右：後） 

図-16 横断歩道以外を横断した歩行者の横断位置 

図-17 車両の走行速度の変化 

図-18 横断歩道手前での停止車両比率の変化 

図-19 アンケート調査結果（スムース横断歩道） 

5.  まとめ 

 本実験では、限られた道路空間で人と車が共存するに

はどのような工夫ができるのか検証及び利用者のアンケ

ート調査を行った．検証結果においては、概ね想定され

た結果が得られたが、一方で、アンケート調査結果に基

づくと実験内容全てを実施を求められているわけではな

いことが確認された．歩車一体舗装やスムース横断歩道

は、一定の効果が確認されたが、狭さくについてはすで

に狭隘な道路幅員をさらに狭め、利用者が不便になるこ

とが懸念されたためである．図-14で示したアンケート

調査結果は、歩行者の安全性と車両の快適性の両立が重

要であることを確認するために必要な調査であった．歩

行者の安全性を確保する道路空間を構築することは重要

であるが、同時に車両通行の快適性を確保することも必

要である．以上の結果を踏まえ、今後は、本社会実験で

実施した内容について、複数の対策を組み合わせた設計

内容や関係機関協議等を実施し、更なる効果発現につな

げるよう検討していく．
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